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本章では、萩市基本ビジョンの方向性や第２章で整理した萩市の特性等を踏まえ、将来 

都市像や将来都市構造、目標とする都市の姿などについての基本的な考え方を示します。 



 

 

46 

 

第１節  萩市の将来都市像 

１  人口の将来展望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲将来人口の展望 

資料：総務省「国勢調査」、国立社会保障･人口問題研究所「日本の地域 別将来推計人口」を基にした市の試算 

萩市人口ビジョン（改訂版） 

  

施策の効果 

人口の 

将来展望 

現在の趨勢 

のまま推移 
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２  萩市の将来都市像 

 

■ 萩市基本ビジョン Challenge-みらいへの挑戦-におけるめざすまちの姿 

 

 

 

 

 

■ 萩市都市計画マスタープランにおける将来都市像 

 

 

 

  

暮らしの豊かさを実感できるまち 

自然・歴史・文化と共に 豊かさと活力あふれる都市 萩 
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３  都市づくりの理念 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲萩市基本ビジョンの７つの基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

みらいへの挑戦 

歴史・文化 

経 済 環 境 

都市の持続可能性 トリプルボトムライン 

社会・くらし 

▲都市づくりの理念 

社会・くらし 

経 済 

環 境 

子育ての幸せが実感できるまちづくり 

産業活力があふれるまちづくり 

未来を担うひとを育むまちづくり 

だれもが生きいきと暮らせるまちづくり 

生活基盤の充実した住みよいまちづくり 

だれからも愛されるまち、求められるまちづくり 

魅力ある歴史・文化・自然をいかしたまちづくり 
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第２節  将来都市構造 

１  将来都市構造の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲将来都市構造概念図 

  

中山間地域 

地域 

拠点 

郊外部 
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 ２  将来都市構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名 称 位置づけ 

拠 

点 

 都市拠点 
高次な都市機能が集積する市役所及び萩バスセンター周辺のエリアを「都市拠点」として位置づけ、市域全体

からみた都市の中心として、行政、文化、子育て、商業などの高次な都市機能の維持・集積を図ります。 

 地域拠点 
日常生活圏での利便性の向上を目指して、総合事務所をはじめとした行政関連施設等を中心に、農林漁村にお

ける生活環境の整備・改善を推進し、地域の拠点形成を図ります。 

 生活拠点 
生活利便施設が集積する東萩駅と萩駅、玉江駅周辺を「生活拠点」として位置づけ、日常生活に必要な都市機

能の維持を図ります。 

 交流拠点 
道の駅萩しーまーと周辺を「交流拠点」に位置づけ、他の関連施策と連携しながら、市内外との交流を促進す

る拠点として、既存機能の維持強化を図ります。 

 
歴史の拠点 

街のにぎわいゾーンの核をなす歴史の拠点として、世界文化遺産（４箇所）と、重点景観計画区域のうち、伝

統的建造物群保存地区（４箇所）、国指定史跡（２箇所）、歴史的景観保存地区（７箇所）、景観形成地区

（３地区）を位置づけ、その保全と活用を図ります。 

 海の拠点 
海からの玄関口であり離島航路の発着する萩商港、貿易港として位置づけられる潟港をはじめとする萩港周辺

を海の拠点として位置づけ、整備を促進するとともに、海辺のレクリエーション機能として活用を図ります。 

 緑の拠点 
地域のうるおいの源となる、指月山、笠山、田床山、萩ウェルネスパーク、中央公園、陶芸の村公園等を緑の

拠点に位置づけ、保全・活用を図ります。 

 交通結節 

拠点 

萩バスセンターと東萩駅を「交通結節拠点」に位置づけ、他の関連施策と連携しながら、市域全体と都市拠点

を連絡する公共交通機能の確保を図ります。 

軸 

 都市間連 

携軸 

山陰道や小郡萩道路を「都市間連携軸」として位置づけ、周辺市町との広域的な連携強化を図ります。（車・

高速バス等） 

 
地域間連 

携軸 

都市拠点と地域拠点をつなぐ国道や主要な県道を「地域間連携軸」として位置づけ、多様な交通手段の確保に

より拠点間の連携強化を図ります。（鉄道・路線バス等） 

 
まちなか 

回遊軸 

主要な都市施設や観光交流施設を連絡する主な公共交通路線を「まちなか回遊軸」として位置づけ、まちなか

の回遊性向上を図ります。（萩循環まぁ一るバス等） 

エ
リ
ア 

 まちなか 

エリア 

中心市街地や伝統的建造物群保存地区周辺を「まちなかエリア」として位置づけ、徒歩や自転車、公共交通に

より便利で豊かな都市生活が将来的にも行えるエリアとして、積極的に居住を促進します。 

 
市街地 

エリア 

用途地域内の「まちなかエリア」以外を「市街地エリア」として位置づけ、現在の居住者が便利な都市生活を

送れるよう、日常生活に必要な都市施設（道路、下水道、公共交通施設等）を適切に維持・管理します。 

 自然共生 

エリア 

用途地域外を「自然共生エリア」として位置づけ、地域や集落の存続に向けて、他の関連施策と連携しなが

ら、現在の居住者が住み続けられる環境を維持します。 
その他

凡例 
：JR山陰本線        ：都市計画区域       ：用途地域 

▲将来都市構造図とゾーン・軸・拠点の位置づけ 
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第３節  目標とする都市の姿 

 

 

 

１  社会・くらし 

（１）安全・安心で快適な都市 

 

１）快適な移動を可能とする広域道路ネットワークの形成 

 

２）ライフスタイルの多様化に対応する都市施設の整備 

  

▲高規格道路 

▲既存施設の有効活用 

子育ての幸せが
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

産業活力が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

だれもが生きいきと
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

生活基盤の充実した
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

だれからも愛されるまち、
求
め
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

未来を担うひとを
育
む
ま
ち
づ
く
り
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３）歩行者・自転車・バスに配慮した交通体系の創出 

 

 

 

４）快適な都市環境づくりの推進 

 

 

 

 

 

  

▲公共交通 

▲幹線道路 

▲建設予定の新配水池 
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（２）持続可能な都市 

 

１）集約型都市構造の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲集約型都市構造のイメージ 

萩市立地適正化計画より抜粋 

２）都市アセットの活用 

 

３）ＳＤＧｓの推進 

 

産業活性化により、新たな
雇用が確保され、若い世代
でも住み続けられる。 

人が住むことで 

魅力あるまちなみが保
全される。 

車がなくても 
外出できる。 
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▲萩市立地適正化計画 

第 期萩市総合戦略の施策 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ

ＳＤＧｓ の目標

だれもが生き

いきと暮らせ

るまちづくり

子育ての幸せ

が実感できる

まちづくり

未来を担うひ

とを育むまち

づくり

産業活力があ

ふれるまちづ

くり

魅力ある歴史・文

化・自然をいかし

たまちづくり

生活基盤の充実

した住みよいま

ちづくり

だれからも愛さ

れるまち、求めら

れるまちづくり

① 貧困をなくそう 

 

● ● ● ● ● ● ● 

② 飢餓をゼロに 

 

● ● ● ●   ● ● 

③ 
すべての人に 

健康と福祉を 

 

● ● ●     ● ● 

④ 
質の高い教育を 

みんなに 

 

● ● ● ●     ● 

⑤ 
ジェンダー平等を 

実現しよう 

 

● ● ● ●     ● 

⑥ 
安全な水とトイレを 

世界中に 

 

      ● ● ● ● 

⑦ 
エネルギーをみんなに 

そしてクリーンに 

 

      ●   ● ● 

⑧ 
働きがいも 

経済成長も 

 

● ● ● ● ● ● ● 

⑨ 
産業と技術革新の 

基盤をつくろう 

 

    ● ●   ●   

⑩ 
人や国の不平等等を 

なくそう 

 

● ● ● ●     ● 

⑪ 
住み続けられる 

まちづくりを 

 

● ●   ● ● ● ● 

⑫ 
つくる責任つかう 

責任 

 

    ● ● ● ● ● 

⑬ 
気候変動に具体的な 

対策を 

 

●   ●     ● ● 

⑭ 海の豊かさを守ろう 

 

    ● ● ● ●   

⑮ 陸の豊かさも守ろう 

 

    ● ● ●  ● 

⑯ 
平和と公正を 

すべての人に 

 

  ● ●       ● 

⑰ 
パートナーシップで 

目標を達成しよう 

 

● ● ● ● ● ● ● 

▲第２期萩市総合戦略に掲げるＳＤＧｓの取組 

（３）災害に強い都市 

１）都市防災機能の強化 

 

２）萩市立地適正計画における防災指針の策定 

  

▲都市防災機能の強化 
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２  経済 

（１）活力ある都市 

 

１）地域活力を支える人材の確保 

 

２）ＤＸによる幸せなまちづくり 

 

 

 

 

３）高次な機能の維持・集積 

▲コワーキングスペース 

▲萩DX×Well-Being 

魅力ある歴史・文化・自然

を
い
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

生活基盤の充実した
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

だれからも愛されるまち、
求
め
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
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（２）歴史と文化を活かした都市 

 

１）世界遺産を核とした観光基盤整備 

 

２）文化遺産・都市遺産と調和した新たな景観形成 

 

  

▲史跡萩反射炉 

▲史跡萩城城下町 
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３  環境 

（１）自然環境と調和・共生した都市 

１）自然と暮らしの共存 

‛ ‛

 

（２）地球環境問題に対応する都市 

１）地球にやさしいまちづくり 

▲自然環境の保全・活用 

▲市街地の緑地 

魅力ある歴史・文化・自然

を
い
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

だれからも愛されるまち、
求
め
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

産業活力が

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
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萩市基本ビジョンにおけるめざすまちの姿・基本方針 

めざすまちの姿 暮らしの豊かさを実感できるまち 

基本方針 

 

 

都市計画マスタープランの将来目標 

将来都市像 自然・歴史・文化と共に 豊かさと活力あふれる都市 萩 

都市づくりの 

理念 

トリプルボトムライン 

「社会・くらし」「経済」 「環境」 
＋ 

「歴史・文化」「みらいへの挑戦」 

将
来
都
市
構
造 

拠点 

都市機能の集積や都市の魅力づくりを集約的に展開する場所

として、公共交通利用に配慮した「拠点」を配置 

都市拠点・生活拠点・交流拠点・交通結節点 

歴史の拠点・海の拠点・緑の拠点・地域拠点 

 

交通軸 

都市間移動・地域間移動の円滑化等、 

市民活動を支える「交通軸」を設定 

都市間連携軸・地域間連携軸・まちなか回遊軸 

エリア 

都市機能の充実と良質な都市環境の形成を 

図るため、萩市の都市構造を３つの「エリア」で区分 

まちなかエリア・市街地エリア・自然共生エリア 

 

 

目標とする 

都市の姿 

社会・くらし 

安全・安心で快適な都市 

持続可能な都市 

災害に強い都市 

経済 
活力ある都市 

歴史と文化を活かした都市 

環境 
自然環境と調和・共生した都市 

地球環境問題に対応する都市 

▲将来都市構造の考え方まとめ 


